
作者名 作品名 分類・形状 寸法（㎝） 制作年

1 井手　康人 午後 紙本彩色 129×95 第１回

2 國司　華子 オサンポ 紙本彩色 130.5×130.5 第１回

3 能島　浜江 時 紙本彩色 89.5×115 第１回

4 武部　雅子 夏 紙本彩色 130.3×130.3 第２回

5 星野　友利 レンズ 紙布彩色 129.5×88.5 第２回

6 坂本　一樹 TAMAO 紙本彩色 130.3×130.3 第２回

7 安川　実 眼光 紙本彩色 89×130 第３回

8 谷　善徳 浄 紙本彩色 124×80 第３回

9 尾長　良範 ZONE 紙本彩色 91×117 第１回

10 武田　州左 GLOBE―２４６ 綿本彩色 130.5×130.5 第１回

11 清水　由朗 遥かに想う 紙本彩色 130.3×89.4 第３回

12 佐藤　俊介 PINBALLMACHINE 紙本彩色 96×129 第１回

13 大瀧　隆夫 南冥へ 紙本彩色 98×130.3 第２回

14 吉田　夏乃 新しい始まり 紙本彩色 128.5×88.5 第１回

15 藁谷　剛巳 磯辺考 紙本彩色 128.5×128.5 第１回

16 酒井　一 ペテュニア 紙、岩絵具、アクリル絵具 78×128 第１回

17 青木　叔江 白い橋 紙本彩色 128×95 第３回

18 加藤　良造 山行水行 紙本彩色 130.3×97 第２回

19 山崎　佳代 くさかげ 紙本彩色 129.5×79.5 第１回

20 岸野　香 線条 紙本彩色 130.5×90 第１回

21 寺師　範祐 雨のなか 紙本彩色 130.3×97 第３回

22 近藤　鋼一郎 サント・ヴィクトワール山 紙本彩色 97×130.5 第１回

中島　千波 精樹大楠 紙本彩色 171×352.6 2000年

【展示ケース】

作者名 作品名 分類・形状

岩田　専太郎 時代小説の挿絵 黒インク 12点

今治市大三島美術館 館蔵品展「東京日本画新鋭選抜展のころ」
令和8年5月29日(金)～9月26日(土)

【小展示室】

【大展示室】



【田渕俊夫記念展示室】
作者名 作品名 分類・形状 寸法（㎝） 制作年

1 田渕　俊夫 流 下絵 46×61 1995

2 田渕　俊夫 初夏 下絵 46×56 1974

3 田渕　俊夫 京洛心象　爛漫 下図 91×116.5 1997

4 田渕　俊夫 京洛心象　青葉 下図 116.5×91 1997

5 田渕　俊夫 京洛心象　緑煙 下図 91×116.5 1997

6 田渕　俊夫 やまはぜの頃 下図 96×60.5 1974

7 田渕　俊夫 やまはぜの頃 下図 116.7×71.7 1974

8 田渕　俊夫 やまはぜの頃 紙本彩色 116.7×72.7 1974

9 田渕　俊夫 大地 紙本彩色

10 田渕　俊夫 京洛心象　瀬音 下図 91×116.5 1997

11 田渕　俊夫 京洛心象　煌煌 下図 91×116.5 1997

12 田渕　俊夫 京洛心象　秋韻 下図 91×116.5 1997

13 田渕　俊夫 大地 下図 131×98.5 1995

田渕俊夫氏略歴：
１９４１年（昭和１６）東京都江戸川区に生まれる。１９６７年東京芸術大学大学院修了。
１９６８年第５３回院展に「ヨルバの神々」が初入選、７１年春の院展で「秋宴」が奨励賞(以後６回受賞)、８１年には外務
大臣賞を受賞。また１９７１年には第１５回シェル美術賞展で佳作賞受賞、７８年「安曇野」が  第１回東京セントラル美術
館日本画大賞展優秀賞、７９年「輪中の村」が第５回山種美術館賞展　優秀賞を得る。１９８２年第１回前田青邨賞、同
年第６７回院展で｢流転｣が日本美術院賞・大観賞、８３・８４年と連続奨励賞、８５年には第７０回院展で「叢叢讃歌」が２
度目の日本美術院賞・大観賞を受賞し、日本美術院同人に推挙。１９８８年第７３回院展では文部大臣賞、９４年には
「大地Ⅰ・Ⅱ」で第７９回院展内閣総理大臣賞を受ける。学生時代は心象風景を描いていたが、卒業後アフリカへ旅し灼
熱の太陽のもとで逞しく生きる植物に感動したのがきっかけで雑草を描き始める。その後、大和などの風景を主題とし、
８０年代に入って再び草花を題材とすることが多くなる。近年は奈良の心象風景、旅窓から見た生活情景のほか、インド
や中国、ベトナムなどを題材としている。精緻な線描と緑や青など淡い色彩を特色とする作品は叙情味を帯びて清く澄
み、古典的な優美さを醸している。
１９９６年大三島美術館に田渕俊夫記念展示室がオープン。以後同館で個展開催。現在、日本美術院理事長。
2019年文化功労者、2022年旭日中綬章、2024年文化勲章。


